
鬼石振興課

0274-52-3111
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地 域 お こ し 協 力 隊 マ ン ス リ ー レ ポ ー ト
２ ０ ２ ４ 年 ８ 月

　8/17（土）は藤岡市制70周年記念花火大会でしたね！鬼石地域

からも足を運ばれた方は少なくないのではないかと思います。私

たち一家は本郷周辺に住んでいるので、運が良ければ家の中から

見られるね、パーティーだ！と楽しみにしていました。

花火大会の夜は

鬼石振興課の運営するYouTubeチャンネル

に、新しく２本の動画が仲間入り。夏祭り当日

の街の皆さんのイキイキとした様子が窺える

「鬼石の夏祭り」と、この春から活動中の若手

協力隊がフレッシュな受け答えをしてくれる

「吉田昇平さんの協力隊インタビュー」です！

新着動画が公開中

文責　吉田まり子 お問い合わせ先

高崎市出身。夫と３歳女児と３人暮らし。

鬼石にパンとスイーツの工房開設を目指しています。

　鬼石振興課では今年度、空き家の利活用を広げるマ

ッチング事業「おにしん家」をスタートしました。

群馬県全体でも古民家（中古物件）の利活用を積極的

に行っていこうという動きが始まっています。「コミ

ンカコナイカ」事業もその一つ。藤岡（鬼石地域）で

もチームを編成し、県の全体ミーティングに参加しま

した。鬼石振興課へのお問い合わせでは「鬼石に住み

たいけれど空き家がない」というものが増えていま

す。子育てファミリーには街内の空き家が人気です。

お心当たりがあればぜひ情報をお寄せください。

県でも「空き家事業」始まっています
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Check it out!!

ええ、見えましたバッチリ。けれど、花火の音にビビった３歳児。ギャン泣きお嬢様からのクレ

ームは、窓もカーテンもきっちり閉め、音も光も届かないように過ごしたい、とのこと。（花火

大会なのに？泣）結局、真っ暗な部屋のなか、遠くに聞こえる花火の音を恋しく思いながら、泣

く娘を寝かしつけるという素敵な時間になりました。子育てっていろいろありますね。市制70周

年おめでとうございます。75周年の花火は見られたらいいな。


